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～これから情報理工研究に携わる者へ～



はじめに --大学院は研究をする場所

•研究は 「総合力」で成し遂げるもの
• 調査、理論、実装、実験、論文、発表、議論、課題設定・・・

• すべてがつながって「研究」となる

理論
実装 実験

調査

議論

論文執筆

プレゼンテーション課題設定

各々は単独で存在するものではない



研究を始めるにあたって重要なこと

•基礎的な知識を持っていること
• 数学、情報理論、アーキテクチャ、ネットワーク

オペレーティング・システム ・・・

•基礎的な技能を持っていること
• システム構築・プログラムを書く

• 図式化する・文章を書く・ポイントを説明する

•行動力があること
• 十分時間をかけて、じっくりと取り組む

• 道筋をつけてゴールまで頑張る

(*) 誰しも完全ではない。日々鍛錬しているかどうか、が鍵。



研究の軸１：実験と環境整備

実験環境を整備して、実験を行う



研究の軸２：理論の実装

プログラムを書いて、アイデアを実装する



研究の軸３：理論の開拓
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新しい数学モデルを構築する、新しいアルゴリズムを設計する・・・
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研究の軸４：議論

研究を建設的な方向に持っていく議論をする



研究の軸５：調査

似たようなことを行っている研究を調査（文献等）し、参考にしつつ、その差異を示す



研究の軸６：論文執筆

行っている研究を論文に整理する



研究の軸７：プレゼンテーション

自分のアイデアを上手に表現する



研究の軸８：課題設定

問題を定式化する

○○において
○○を実現する技術

を提案する



研究は、すべての総合である

「実験」だけできればよい、というわけではない。

「調査」だけすればよい、というわけではない。

「実装」だけすればよい、というわけではない。

理論
実装 実験

調査

議論

論文執筆

プレゼンテーション課題設定

頭の中で、すべてがつながって、研究が成し遂げられる



研究を後押しするもの１：行動力

共同研究・学会発表のための出張

フィールドワーク

ワークショップの開催

製作プログラミング



研究を後押しするもの２：余暇

ゆっくり休んで頭の中をリフレッシュ



研究を後押しするもの３：ぶっ飛んだ発想

RFC1149: A Standard for the Transmission of IP Datagrams on Avian Carriers



研究を後押しするもの４：
プロフェッショナルの世界を常に考える

•世の中、開発自由自在であることを忘れるな！

•最先端技術に対して、どのような技術提案ができるか

Smartphone

ユーザ

開発者

他分野の製品を続々と
生み出せる

改良

技術の主流はこの発想



何からスタートすればよいか

研究の軸１：実験と環境整備

研究の軸２：理論の実装

研究の軸３：理論の開拓

研究の軸４：議論

研究の軸５：調査

研究の軸６：論文執筆

研究の軸７：プレゼンテーション

研究の軸８：課題設定



少しずつ、それぞれの神経回路を作る
そして、それらを接続するネットワークを作る

理論
実装 実験

調査

議論

論文執筆

プレゼンテーション課題設定

脳の中に、それぞれの知識・技能の意識空間とネットワークを作り上げる



学会で研究発表をしよう！！


